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1.   企業システムにおけるマルチクラウドの統合

2.   サービス品質のメトリクス管理
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エンタープライズ・クラウドをとりまく課題

運⽤管理の課題
IT部⾨のデジタルトランスフォーメーション

• 事業部のだれが使っているか︖
• インシデントが管理できない︕
• バックアップなし運⽤⁉
• コスト管理（性能管理）
• IT投資効率（効果測定）
• セキュリティリスク
• コンプライアンスと法令対応

インフラの最適化
企業はインターネットに対応できるか

• クラウドを前提にしたアクセスメソッド
• エンタープライズID管理
• セキュリティポリシーの対応

デジタルイノベーション事業部
インターネットのパワーを事業に

• 迅速な開発
• 既存のクラウド活⽤
• LEAN Start up

オフィスアプリケーション改⾰
働き⽅改⾰〜いつでもどこでも

• Microso4 Office 365 Drive
• Google Drive/Dropbox/Box
• Slack/Facebook B
• IBM Verse
• VCube/WebEX/Zoom

IBM Academy of Technology presents

＜使いたい＞ ＜管理できない＞
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参考）Henry Chesbrough

http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2017/06/02/1386489_003.pdf

    

第１部 オープンイノベーションの加速～産学官共創によるイノベーションの持続的な創出に向けて～ 
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以下にオープンイノベーションの概念を図解する（第１-１-１図） 

 

■第１-１-１図／クローズドイノベーションとオープンイノベーションの概念図 
  

 
 
資料：「OPEN INNOVATION ハーバード流イノベーション戦略のすべて」（Henry Chesbrough著、大前恵一朗訳）

を基に文部科学省作成 
  
 

上図の上部分は、クローズドイノベーションのイメージを示したものであり、ここでは基礎研

究から開発、その後、新製品がマーケットに出るまでのプロセスを示している。新たなアイデア

は図の左（研究フェーズ）で生まれ、右のマーケットに向かって流れていく。その間、アイデア

は選別され、生き残ったアイデアのみが製品化され、マーケットに出される。クローズドイノベー

ションは、研究と開発が一体となった内向きの自前主義である。伝統的な研究開発プロジェクト

の多くはこの形をとっていたとされている。このプロセスは、当初は有望でも、開発が進むうち

に有望でなくなるようなプロジェクトを取り除くためのものとしても機能していた。こうしてス

クリーニングされたプロジェクトはマーケットにおいて成功する確率が高かったともいわれてい

る1。また、我が国においても、まだこのクローズドモデルが主流であるといわれている。 

上図の下部分は、オープンイノベーションを説明したものである。プロジェクトは内部、外部

                                                  
1  Henry Chesbrough、大前恵一朗訳「OPEN INNOVATION ハーバード流イノベーション戦略のすべて」産業能率大学出版部 平成16年 

【クローズドイノベーション】

研究フェーズ 開発フェーズ

マーケット

マーケット

企業の境界線

シーズ

シーズ

企業A

企業B

【オープンイノベーション】

研究フェーズ 開発フェーズ

企業の境界線

シーズ

シーズ

新マーケット外部シーズ
（大学・公的研究機関
・ベンチャー等）

既存マーケット

既存マーケット

企業A

企業B

新マーケット

スピンアウト

「オープンイノベーションとは、企業が技術の価値を⾼めようと
する際、内部のアイデアとと もに外部のアイデアを⽤い、市場化
の経路としても内部の経路と外部の経路を活⽤することが できる
し、また、そうすべきであると考えるパラダイムである」(“Open 
Innovation is a paradigm that assumes that firms can and should use 
external ideas as well as internal ideas and internal and external paths to 
market, as the firms look to advance their technology.”) 

「オープンイノベーションは、企業が⾃らのビジネスにおいて外
部のアイデアや技術をより多 く活⽤し、⾃らの未利⽤のアイデア
は他社に活⽤させるべきであることを意味する」(“ Open Innovation 
means that companies should make much greater use of external ideas and 
technologies in their own business, while letting their unused ideas be used 
by other companies.”) 

市場を拡⼤するために、その⽬的に沿って知識の流⼊と流出を活
⽤することである」(“Open Innovation is the use of purposive inflows 
and outflows of knowledge to accelerate internal innovation, and expand the 
markets for external use of innovation, respectively.”) 
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オープンイノベーション

1. インターネットに無制限にアクセスできる。
• モバイルアクセス
• PCコンプライアンス
• 常時監視と記録の検査
• 登録と管理

2. 最新のITツールの活⽤
• インターネットサービスの利⽤
• ID統合とフェデレーション

（登録と管理）
• ITツールの最適化

3. インターネットの⽣産⾰命
• グローバルコラボレーション
• デジタルデマンドのループ
• オープン・コンカレントエンジニアリング
• Industrie4.0やIndurstry Internet

守られている油断

外界の刺激
未知の脅威

オープンイノベーションへのロードマップ

免疫型システム
開放型インターネット

⾃由なITツール

オープン
コラボレーション

境界防御の限界

⾃前主義

デジタルデマンド
インターネットで共有されるサービスとのインテグレーション
（オープンイノベーション） H.チェスブロウ
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• 戦略的なクラウドパートナーとデジタルなビジネスプロ
セスを実現し、Industrie4.0のCPSをリード、戦略
優位を獲得する。

• 設計・製造のオープンなコンカレントエンジニアリング
によって製造のイノベーションを実現する。RISC-V、
OCP（Open Compute Platform）、OPC
（Open Power Consortium）などの半導体や
ハードウェアのオープンソースの影響を受け⽌めること
ができる。

• クラウドを活⽤して社内ITツールの運⽤を柔軟に効
率化することができる。

• インターネットを標準のネットワークとして全社員が安
全に利⽤することができ、どこにいても社内のITサー
ビスを活⽤することができ社員の⽣産性向上やワー
クライフバランスに寄与する。

• インターネットクラウドに展開されるパブリックサービス
を利⽤し、社内で利⽤するITツールやデータプラット
フォームなどを柔軟に組み合わせ、変化に対応する
ことができる。

• インターネット回線を効率的に利⽤することで、要求
レベルにあった可⽤性を実現するなど回線構成を最
適化することでコスト最適化ができる。また、管理さ
れたクラウド利⽤によってITコストを削減することがで
きる。

• インターネットRASによって、外出先からのIT利⽤が
可能になり、社員の⽣産性向上に寄与する。

• 装置産業的要素があるため、ロケーションの極端な
柔軟性を必要としない

• ネットワーク最適化を推進する企業⼀般
• リスクとコストのバランスが不完全で新たなリスクに対

応できない
• インターネットにはアクセス制約があり、クラウドの利

⽤は不可
• 品質の管理がまちまちでコストやリスクが定量化でき

ていない
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オープン・インターネットへのロードマップ例

• システム全体がインターネットクラスのレジリエンシーを
獲得し、パートナーとの信頼ある接続が実現でき
る。

• クラウドサービスやパートナーとのインターネットの接続
を、安全かつ⾃社にとって最適化するためにオーバー
レイやエクスチェンジを選択し活⽤する。

• ネットワークは全社的にゼロトラストをベースに安全
かつ柔軟に活⽤でき、クラウド上の最適なサービスを
利⽤して社内システムを構築することができる。

• 専⽤線をインターネットの⼀部として利⽤することが
でき、安定したインターネット接続を社内網として実
現できる。

• 全端末がインターネットRASを利⽤してWork 
Anywhere実現

• インターネットを効率的に利⽤して最適なコストで社
内網を運営

• 拠点の免疫⼒を⾼め、インターネットを積極的に利
⽤して要望に応じてクラウドのサービスを利⽤し、
サービスの最適化に取り組める

• インターネットへのアクセス制約を緩和し、クラウド
サービスを利⽤することができる。

• 限定されたユーザーはインターネットRASを利⽤でき
る

• グローバルで統⼀されたトポロジーを採⽤、経路冗
⻑の標準化等に取り組んでおり、機器の数や階層
を減らしている。

• 接続拠点ごとの個別最適の接続、データセンタ、拠
点のネットワーク構成、機器、プロトコルが統⼀され
ていない。

• インターネットにはアクセス制約があり、クラウドの利
⽤は不可、インターネットを⽤いたRASなどに厳しい
利⽤制限がある

Level 1-2
個別最適 グローバルフラット化

Level 3
インターネットによるコスト最適化

Level 4
クラウドによるIT運⽤の効率化、⽣産性⽀援

Level 5
インターネットの⽣産⾰命への対応

制約型インターネット

インターネットのリスクとコス
トのバランスが不完全

インターネット回線の利⽤

インターネットによるコスト削
減とリスク対応

ゼロトラストセキュリティ

インターネットに対応した設計
でアクセスを⼤幅に緩和

デジタル⽣産⾰命

戦略的なパートナーとのデジタ
ルコラボレーション環境
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クラウド環境を使う時に起こる諸問題

アクセス環境、データの移動と保管、ユーザーID、コスト管理…

↓

エンタープライズITがインターネットを前提としているか︖
（オープン、イノベーション、セキュリティ）

IBM Academy of Technology presents
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イントラネットの限界 内部を信じるネットワークの限界

Firewall
The Internet

クラウド
サービス

事業所

本社、研究所

データセンター

モバイル
（インターネット）

働く場所
（インターネット）

社内PC
（イントラネット）

境界防御の限界

個別管理︖
VPN接続︖

標的型の社内拡散

内部犯⾏

§ これまでのネットワーク
– ゾーニングを中⼼にした

ネットワークセキュリティの限界

↑
企業ごとの
安全なアク
セス⼿段

DC内であっても情報資源を
インターネットクラスで
防御する必要がある。

イントラネットこそが
拡散防⽌、端末管理の
必要性が⾼い

クラウドサービス
へのアクセスは
避けられない。

ゾーニング

IBM Academy of Technology presents
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インターネット

イントラ
ネット

10 IBM Academy of Technology presents

管理視点の変化が求められている

イントラ
ネット

Branch
Office

Branch
Office

固定VPNRAS VPN

ファイヤーウォール

PSKID認証

データセンター

• Anti Virus
• Periodic Update

内部は相互に
フリーアクセス

安全幻想

セキュリティ
認識薄い

境界防御中⼼
アクセス制限

増加する外部アクセス

登録DB

統合ID MDM/検疫DB

Internet Ready Endpoint Protection

認証（WiFi,RAS,有線）登録して検証する

認証、検疫、暗号化

SD-WAN
による統合

Exchange

Overlay データセンター

相互に信頼しない

インターネット
パブリック
クラウドサービス インターネット

パブリック
クラウドサービス

境界を防衛、内部を信⽤してしまう 信頼せず登録して検証する



© 2019 IBM Corporation

l パロアルト「ゼロトラスト・ネットワーク・セキュリティ」
http://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1405/23/news081.html
l 社内・社外ネットワークを区別せずに、「必要な情報だけを知ること」を実現
l 検証して、信頼しない→検査してログを取る

l Google 「ビヨンド・コープ」https://cloud.google.com/beyondcorp/

l 端末の識別→端末インベントリと識別
l ユーザーの厳密な識別→ユーザーとロールのDBとシングルサインオン
l 無制限型のネットワークとネットワーク認証
l アプリケーションとワークフローの外部への公開（アクセスプロキシとDNS）
l 推定信頼度に基づくインベントリへのアクセスコントロール

l IBM「サイバー・レジリエンシー（回復性）」https://www.ibm.com/blogs/think/2017/05/resilience/

l ネットワークのシンプル化〜ゼロトラスト・イントラネット
l セキュリティ・インテリジェンス（時系列ログの相関）
l コグニティブ・セキュリティ（推論ベースの分析、サイバーレピュテーションの信頼度推定）

11

インターネットのゾーニング、境界防御の限界

IBM Academy of Technology presents

http://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1405/23/news081.html
https://cloud.google.com/beyondcorp/
https://www.ibm.com/blogs/think/2017/05/resilience/
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トラスト・セキュリティZERO

検証して、信頼しないことを前提とする パロアルトが性悪説の「ゼロトラスト・ネットワーク・セキュリティ」を解説
http://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1405/23/news081.html

多層防御・監視検知・セキュリティインテリジェンス ＋ 重要情報の保護

どんなに予防し防御しても、
侵⼊は防げない
⼊ってきてから、やっつける

IBM Academy of Technology presents12
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登録して管理すること、信頼せずに検証するための情報基盤

ユーザー端末の登録
• 端末種別と構成管理
• コンプライアンス状態
• 管理責任者 他

登録管理

利⽤責任者の登録
• 責任者情報
• 利⽤端末と⽬的
• 利⽤サービス
（SSO認可情報）

マイクロセグメンテーション
• MAM/MDM
• 総合的な脅威対策
• インターネット直接続
• 検疫と強制Update

コンプライアンス

無制限型イントラネット

ネットワークの強靭化
• ネットワーク認証
• 経路暗号化
• アクセス管理

アクセス
ネットワーク

有線LAN

WiFi

VPN

インターネット

公衆
インターネット

＜利⽤者・管理者＞ 多層防御

認証

IDフェデレーション

統合IDサービス
• 認証サービス
• フェデレーションエ

ンドポイント管理

クラウドDC

クラウドサービス

オープン
コラボレーション

the
Internet

イントラ
ネット

クラウド
エクスチェンジ

DC Zero Trust

インターネットクラス
• 多層防御
• 監視検知と解析
• 重要情報保護
• フェデレーション

インターネット統合

インターネットとイン
トラネットの接続を統
合、柔軟に利⽤
• SD-WAN
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キャリア
ネットワーク

14

クラウドエクスチェンジによるインターネット統合

クラウド
エクスチェンジ

SD-NS

Expressroute

Direct Link Exchange

インターネット
サービス

プロバイダー

パブリック
ピアリング

プライベート
ピアリング

次世代SD-WAN

ディスク サーバー

データセンター1

eBGP

• Express Route等を終端するためのeBGPルーター
はインターネットCPEでも良い。

• クラウドエクスチェンジでの接続も可
• インターネット接続管理、広帯域接続の活⽤など

Dual Access
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IDフェデレーション

クラウドサービスのユーザーIDをコントロールする

Expressroute

Direct Link Exchange

クラウド
エクスチェンジ

ユーザーIDの統合認証
フェデレーション

フェデレーションログからアクセス解析等
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IDフェデレーションを中⼼とした個⼈データの管理

統合ID管理機能
IDフェデレーション連携
シングルサインオン環境
アプリケーション認可

ログイン・ページ
（お客様より提供）

データフェデレーション
エンドポイント

ユーザーIDの統合認証
フェデレーション

マルチクラウドへのアクセスポータル
• 外部連携IDの要求、アクセス許可
• 汎⽤サービスの提供（データバックアップ等）
• リスクアセスポータル（Continuous Compliance等）

マイクロサービスAPI

データがサービス毎に
分散してクラウド上で
⾃律的に管理。

適切な個⼈データの管
理が⾒える化

サービスの
⾃由度

ユーザーの
⾃由度

フェデレーションログからアクセス解析等

エストニア
国⺠ID

IBM Academy of Technology presents
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無制限型イントラネット

インターネットであるかどうかには関わらない認証ログの取得

統合IDシステム

統合ID
フェデレーション

認証サービス
有線LAN

無線LAN

VPNアクセス クライアント
証明書

クライアント
証明書

PKI
公開鍵暗号
インフラ

フェデレーションログからアクセス解析等

MDMと同様に
端末と全端末
を登録管理

↓

コンプライアンス

エンドポイント
セキュリティ

インターネット
への完全対応

MDM
端末管理システム

MACアドレス

.1x

SSL-VPN

{Who}{When}{Where}{What}{How}
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有線LANがもっとも危険 無線LAN インターネットVPN

・挿せる ・認証 ・認証
・暗号化されてない ・暗号化 ・暗号化
・信頼してしまう ・しない ・しない
・数が多く管理できない ・管理プラットフォーム
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ZERO トラストセキュリティ ネットワーク・ソリューション

データ

事業継続戦略とビジョン

事業継続対応組織

被災時/復旧時業務プロセス

アプリケーション

IT基盤

施設、設備

認証・制御

マイグレーション

クラウド

データセンター

検査・検疫

NWアクセス

クライアント

ॿ
⑁
ॺ
ড
␗
ॡ
॔
७
५
ও
থ
ॺ
؞
॥
থ
१
ঝ
ॸ

থ
ॢ

統合アクセス制御

NWデバイス認証

ふるまい検査・検疫ネットワーク

多層防御 / 監視検知 / セキュリティインテリジェンス ＋ 重要
情報の保護

エンドポイントプロテクション

クラウド接続ネットワーク

サーバ/ストレージ/クラウド移⾏

IBM Cloud
Infrastructure

ID管理

・端末の検査・隔離
・トラフィックの検査・遮断

・コンプライアンス管理
・MDM / MAM

・.1X認証(ユーザ/パスワード、証明書)
・MAC認証
・VPN認証

・LDAP
・Active Directory

IBM Academy of Technology presents
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1.   企業システムにおけるマルチクラウドの統合

2.   サービス品質のメトリクス管理
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これまでのWEBアプリは機能設計中⼼
（商品検索、受注決済処理、ポイントカード..）

「ドリルを買いに来た⼈はドリルが欲しいの
ではなく⽳が欲しい。」

↓
ユーザーのコンテキストを理解する。

＜機能⾯の課題＞
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SPA（Single Page Application） Architecture

最大

⾃動両⾯印刷
プリンター複合機

UI/UX Contents

サブページを含んだ
画⾯の枠組み
（コンテンツはない）

キャッシュからロード

アドレス
Cookie

地域
…その他

データ
レイク

Micro-nano
サービス

インスタンス

独⽴したマイクロサービス
→いつでも⼊れ換えできる

ログイン

サブページ
ごとのコンテンツ

サービスの並列化

アドテク 他サイトのAPIコール

SPAはフロントエンドの
プログラム実⾏能⼒により
これまでにない
業務の継続性を提供します
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なにが表⽰された︖

ユーザーのアクション︖

Loading
HTML Page
Virtual Page View
X-site view
Historical data

User Event
Download
Click on AD
Gadget, Flash, Ajax
Play movie, motion GIF

SNSへの連携︖
Social Event
Share, Like on Facebook
Tweet on Twitter
Bookmark on hatena
Share on Google+
X-platform analytics

ネットワークや表⽰の速度
Speed Metrics
Loading Speed
Ajax request response
Custom time measurement 

ユーザー分析
X-site User activity
Cookie
User ID
Historical Data

Googleが提供する標準の分析プログラム
Analytics.js

Browser

Applications

Social Network

System Metrics

Profiling

HTML5/JSの強⼒なデータ収集の分散処理
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ユーザーの姿をデジタルで描き出すフロントエンド
データは戦略的な設計によって作り出す

（計測して改善するLeanスタイル） ……
↓

バックエンドアーキテクチャ
は変化への対応のため
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⽬指しているのは、クラウドの⾃動化がITにもたらしたもの
§ クラウドが前提の新しいシステム構築⼿法はLEAN(TOYOTA WAY)に基づいている
§ 学習と実装のサイクルを⾼速化するために、ドラムロールと改善活動を取り⼊れている

§ クラウドのシステムは構築してそのまま運⽤するこれまでの
スタイルとは異なり、度重なるリリースによって改善するシ
ステム。

§ ドラムロールによって開発と運⽤システムが同時にシステム
リリースを⾏い、新しい課題に対して真因を追求して解決す
る⼿法。

§ Facebookは創業当時⽉に20回のリリースを⾏っていたが、
リリース改善を⾏うことにより⽉間660回のリリースに成功
。

サービス品質の
計測と学習



© 2018 IBM Corporation

+ com.ibm.class.order
├ com.ibm.class.order.list

├ com.ibm.class.order.retrieve
├ com.ibm.class.order.entry
├ com.ibm.class.order.verify 

SOAはマイクロサービスのアンチ・パターンか

ESB

SOAP

Business
Process

Model

Sales
Order
Stock

+ com.ibm.class.order
├ com.ibm.class.order.list
├ com.ibm.class.order.retrieve
├ com.ibm.class.order.entry
├ com.ibm.class.order.verify 

JVM

ID Manager 
/Loadbalancer

VM Instance

Business OBJECT
Modeling

Business Component

上流設計 →理想的な構成 →実際の構成

+ com.ibm.class.order
├ com.ibm.class.order.list
├ com.ibm.class.order.retrieve
├ com.ibm.class.order.entry
├ com.ibm.class.order.verify 

JVM

JSP
HTML

Procure
Accounting

VM Instance

API 
Management

API

REST
JSON

モバイル
化で増設
しても
柔軟性は
得られない

+ com.ibm.class.order
├ com.ibm.class.order.list
├ com.ibm.class.order.retrieve
├ com.ibm.class.order.entry
├ com.ibm.class.order.verify 

JVM

JSP
HTML

Procure
Accounting

VM Instance

MVC
Struts

めんど
くさい

SPAにしてくれ︕
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マイクロサービスの魔法で
StrutsをAngularでSPAにしてくれって⾔っても
JSPがSQLだらけで

無理ゲー

マイクロサービスは万能薬ではない──マイクロサービスの⽣々しい話を聞いてきた
⽩⽯ 俊平（HTML5 Experts.jp編集⻑）マイクロサービス2017年9⽉19⽇ https://html5experts.jp/shumpei-shiraishi/24247/
Starlight & Storm 代表社員の⻑⾕川裕⼀がHTML5カンファレンス2017にて語る。
ビューの部分がStrutsで書かれた業務システムを、Angularなどを使ってSPA (Single Page Application)化したいというご要望もかなり多い。「業
務アプリを刷新するなら、マイクロサービスもSPAもやっておこう」みたいなノリ。ただ、Struts (※)で書かれたものをSPAに…ってのも、実はす
ごく。ビューがちゃんと層として分かれているシステムなら楽ですが、そうなっていないシステムも多い。タープライズ・アプリケーション・アー
キテクチャ・パターンに沿っているようなシステムならいいけど、そんなのはごく少数。ひどいのになると、JSP (※)の中に思い切りSQL書いて
あったりしますから。そういうシステムをSPA化するとなると、結局全⾯的に作り直しが必要になっちゃいますよね。合わせてマイクロサービスも
…なんてやってたら、途⽅もないコストが必要になっちゃう。

※Struts…2000年代初頭に登場し、⼀世を⾵靡したJavaのWebアプリケーションフレームワーク
※JSP…Java Server Pagesの略。サーバサイドJavaで使われる標準的なテンプレート機能

悲
鳴

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
は

無
敵
じ
ゃ
な
い
よ
〜

https://html5experts.jp/shumpei-shiraishi/24247/
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リファクタリング
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コードベース・インフラストラクチャの実装事例

API管理

Common 
Service Broker

Zookeeper
Dynamic Configuration

Service Instance

Zuul
Load Balancer

Request
Instantiation

Eureka
Service Registration

Registration

Lookup

LDAP

OSSによるオーケストレーションシステムの実装事例
サービスの登録と探索の仕組みが組み込まれている。

JVMと違いアプリケーションは動いてないことを前提にリクエストに応じて環境を
オーケストレーション

Zuul
Eureka

Apache
Zookeeper

今では→



warden

よくみると、ソフトウェアの機能を作っていない。
リリースエンジニアリングをソフトウェア化するために開発されたOSSたち
インターネットでスケールすることが⽬的のアプリケーション

operator

Long-run batch instances
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ソフトウェアデリバリの測定指標

従来は

• コード⽣産性
• ベロシティ
• 稼働率

訪れる変化

• リードタイム
• デプロイの頻度
• 平均修復時間(MTTR) 
• 変更失敗率

パフォーマンスの計測 • 成熟度ではなくケイパビリティ
• 出⼒(Output)ではなく成果(Outcome)
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l 「Site Reliability Engineering」（SRE）とは、GoogleのシニアVPであるBen Treynor⽒が提唱した、⾼い
信頼性や性能を発揮するシステムインフラを実現し、改善していくアプローチのひとつです。

32

インフラや運⽤をソフトウェアで改善していく新しいアプローチ

Like traditional operations groups, we keep 
important, revenue-critical systems up and 
running despite hurricanes, bandwidth 
outages, and configuration errors. Unlike 
traditional operations groups, we view software 
as the primary tool through which our systems 
are managed, maintained, and minded;

従来の運⽤チームと同様に、私たちは重要か
つ売り上げに直結するクリティカルなシステ
ムを、たとえハリケーンが襲い、ネットワー
クが落ち、構成エラーが起きようとも、稼働
状態を保つようにします。⼀⽅、従来の運⽤
チームとは異なり、私たちはソフトウェアを
主なツールとし、私たちのシステムを運⽤管
理し、維持し、監視します

http://www.publickey1.jp/blog/17/googlesite_reliability_engineering.html
IBM Academy of Technology presents

http://www.publickey1.jp/blog/17/googlesite_reliability_engineering.html
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n 従来業務
l ITの実務上の問い合わせを受けける窓⼝業務
l 定型オペレーションを繰り返す定常業務
l トラブルに対応する障害対応業務
l インフラの管理業務

（構成管理やキャパシティー管理など）

n クラウドによるインフラ運⽤の変化
l リソース管理→KPIによるコスト管理
l ⾃律的モニタリングとスケーリング
l IaC(Infrastructure as Code)によるCI/CD

n SREの視点
l 変更への即応性や信頼性の⾼いシステム基盤を設計
l 運⽤管理の⾃動化/⾃律化の仕組みを設計・構築
l 開発者が利⽤しやすい標準化されたポリシーやツー

ルの整備

n メルカリのインフラチームの挑戦

l インフラチーム改め Site Reliability Engineering チームに
なりました。<Mercari Engineering Blog>

– APIサーバ、ミドルウェアの可⽤性の維持・向上
– APIサーバ、ミドルウェアのパフォーマンスの向上
– ログ収集・分析基盤の構築、運⽤
– サーバプロビジョニング・デプロイの整備
– セキュリティの担保
– 開発環境などの整備

• SREチームのKPI︓APIサーバーの平均レスポンスタイム

33 IBM Academy of Technology presents

これまでのSilo型のインフラ組織では対応できない
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ハードウェア

仮想マシン

Software Defined
サービスインスタンス

資源、資産管理→

コントラクト→サービス要求→

＜改善のループ＞
リリースエンジニアリング

↓

Deployment Plan

Resource Scheduling

Service Level
Autonomous Manager



コスト管理=性能管理
(Performance Metrics)

IT投資効率=効果測定
(User Story Convergence)

35



© 2013 IBM Corporation

TEC-J/Academy of Technology Presents

IBM, IBMロゴ、ibm.comは 世界の多くの国で登録されたInternational Business
Machines Corp. の商標です。他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各
社 の 商 標 で あ る 場 合 が あ り ま す 。 現 時 点 で の IBM の 商 標 リ ス ト に つ い て は 、
www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。

当資料をコピー等で複製することは、⽇本アイ・ビー・エム株式会社および執筆者の承認なしではできません。


